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て考えられていたリゾチーム分子の農集した dense liquid と呼ばれるクラスターは、リ
ゾチーム分子が凝集した非晶質固体であり、結晶核へは相転移しないことを示し、定説を
覆した。そして、この非晶質固体の役割は、結晶核が不均質核生成するための下地に留ま
るとの結論を得た。さらに、結晶核が生成する際の成長速度を解析することで、結晶核の
生成直前に短時間だけリゾチームの農集した粒子が中間相として現れること示し、新しい
核生成の経路の提案に至った。 
山﨑智也は、一つ一つの課題に真摯に向き合うことで、透過電子顕微鏡内で初めて
“生きた”タンパク質結晶の観察に成功し、さらに核生成の径路にまで言及した。この研
究成果は非常に独創的であり、博士論文として妥当であると論文審査会において認められ
た。さらに研究成果は、今後自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。したがって、山﨑智也提出の博士論文は、博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
